
三組織 環境研究会・繊維部会・化学部会 合同講演会 

 

日 時 ７月 日  13野30～16野30 

場 所 バネッ 備後町 3 階ホ  

参加者 62 名 資料請求者 4 名 

 

講演 1 高吸水性樹脂製品とそ 工業会活動 取組み  

講師 岩田 将和 氏 

 吸水性樹脂工業会技術委員長代理 ＳＰＤ バ 株式会社 TQ（ 部長 

 

．高吸水性樹脂と  

高吸水性樹脂 SAP 数百倍～千倍 水 吸収 本質的 水不溶性 あ 吸

収さ た水 多少 力 加え 離水 い 水溶性高分子 適度 架橋さ た 次元網

目構造 定義さ 一般的 SAP 酸部分 ウ 塩 図 樹脂 あ

SAP 浸透 原理 水 吸収 3 次元網目内 水素

結合等 水 閉 こ 多少 力 加え 離水

い 吸収力 固定さ た ン等 浸透

水 親和力 び 架橋密度

決ま また 自 数百倍以上 水 吸収 SAP

機能 架橋密度 た 架橋材料比率 狭

く あ 一定 値 存 高吸水性樹脂 サ タ 分 土木

建築 農業分 エ 分 ま 幅広く使用さ い  

 

．吸水性樹脂工業会 

吸水性樹脂工業会 JASPIA

日本 高吸水性樹脂製造業 健

全 発展 SAP 社会貢献

推進 目的 1重重5年 設立さ

た 主 活動 品質性能や各種

試験方法等 規格化 標準化 自

然環境へ 十分 配慮 P１ 法

ン ブ R（ 活動 対

細 対応 各種関連

団体 連携 活動目的 推

進 あ 図 活動内 示 会員 株式会社日本触媒 S）P バ 株式会社等 5 社

協力関連団体 日本衛生材料工業連合会 日衛連 等 5 団体 あ  

 

．高吸水性樹脂取扱い作業者 安全  

SAP 充填 た 開封 た 際 粉 汚染 起こ た 作業環境 評価 作業者

安全 確保 必要 あ JASPIA 吸水性樹脂工業会 日衛連 協力 作業環

境 改善 提言 い 具体的 粉 収集装置 装着 作業 行い 作業後 捕集さ

図 :高吸水性樹脂 化学構造式 

図 : 吸水性樹脂工業会 活動 



粉 回 回 粉 中 ウ 定量 SAP 濃度 計算 作業環境

評価 2010 ～2017 間 測定結果 均値 管理 準 50㎍/㎥ 回 い

最高値 管理 準 超え 箇所 散見 注意喚起 行 い 粉

測定法 IS４17191。2004 ) 規定 い 不明確 点 改正 JIS 化 制

定 JIS K0307-2008 主 改正点 粉 サン ン 個人 く露量 測定

微量測定 測定装置 様規定 ン 規定 あ  

 

．高吸水性樹脂の性能と安全性の向上 

紙おむつの発展と高吸水性樹脂の特性 

1970 代 紙 尿 吸 漏 い いう要求 始 夜間 長時間使用

装着違和感 少 い薄型 最近 清潔 消臭等

原 料 全性等 多様化 性能 求

い SAP 吸 性能 吸 量 加

吸 量 吸 度 粉体特性 粒度分布

比重 全性 たH 残存

ノ 重金属 抗菌性 性能 機能 求

い  

高吸水性樹脂の品質 JIS S 0251 の制定 

SAP 品質 目 表 1 示 詳細割愛  

抗菌製品試験法 

近 日本 抗菌製品 広く使用 い 抗菌性 菌 殺 く 菌 増

殖 抑え いう 抗菌加工 菌 増殖 抑え 目的 加工 いう 日衛連

抗菌自主 準 JIS １1902 評価 い JIS １1902 繊維製品 対象 測定方

法 あ SAP そ 適用 い JASPIA 日衛連 共同 尿 吸

状態 吸水性評価 抗菌試験方法 開発 い 具体的 試験方法 SAP 菌体 含

人工尿 加え 18 時間 養 36℃み2℃ 養後 過 地 養 菌数 数え

抗菌活性値 18 時間 養後 試験試料 比較試料 菌数 差 対数値 抗菌効果 抗菌活

性値 2.0 以 菌 増殖 1/100 以 い 試験菌 大腸菌 黄色 ウ球

菌 使用  

吸水性樹脂工業会自主規格 

自主規格 1998 制定

2008 改訂 い 料 ベ

全性 物理的化学的試験 JIS 

50251 規格化 い 生物学的

試験 経口急性毒性試験 一次皮膚

刺激性試験 接触感作性試験等 6 目

あ 表 参照 紙 製品

6 目 試験 実施 生物学的

応 い 確認 い  

SAP 機能向 様々 添加剤 副原料 使用 う い 添加剤等そ

全 確認 必要 あ 改訂  

Ｑ＆Ａ 

Ｑ 赤 尿 吸 場合 紙 吸水性 落 尿成分 残 い  

Ａ 水 吸 選択的 尿 残 い  

表  高吸水性樹脂 品質 

表  生物学的試験 び規格 



Ｑ 最近  ESG 投資 言わ い 業界全体 う 組 い  

Ａ 環境面 組 紙 直接 水道 流せ い 研究等 あ 研究自体

企業 実施 工業会 要請 あ そ 支援  

Ｑ 高吸水性樹脂 扱う作業者 全面 粉 管理濃度 50 ㎍ ㎥ 吸水性樹脂

品質 残留 ノ  1000 mg/kg あ そ  根拠  

Ａ 粉 い 人 肺 考慮 粉 量 規定 い 実験 作用量

 ２AK 委員会 決 い  

残留 ノ 品質規格 あ 酸濃度 あ 人 影響 い 考え

具体的 有害性 い 専門家 い わ い  

Ｑ 洋化成 開発 い 系 吸水性樹脂 現 う い  

Ａ SP） 酸系 吸水性樹脂 生産 い い 洋化成 系 少量

生産 い  

Ｑ 使用済 紙 う 処 理 い  

Ａ 現状 廃棄物 焼却処理 い エコ 観点 吸水性樹脂 サ

く 検討 い  

Ｑ 残留性 ノ 定量評価 う い  

Ａ 内部標準法 校正 定量化 評価 い  

Ｑ 全性評価 粉 粒径 形状 結晶 う  

Ａ 粉 集 装置 付け  10μm 超え 粒径 除去 粉

対象 評価 い  JIS K307 粉 形状 確認 い い  

Ｑ 残留 ノ  い 生理食塩水 用い 理 コ エス う

 

Ａ 紙 用途 想定 生理食塩水 使用 評価 い 酸 水 任意 比

率 混和 本測定法 い 抽出効率 問題 い 考え コ

有機溶剤 用い 測定 持 合わせ い い  

伊藤雄二座長 化学部会長 コメント 

10 前 吸水性樹脂工業会 初代技術委員長 そ 時点 経験 話  

．使用済吸水性樹脂 焼却 場合 化学式 水 炭酸 ス ソ 灰 説明  

．一般家庭 焼却炉 燃え残 問題 袋 廃樹脂 加え 焼却現

場 改善 事例 あ 含水分 燃焼熱不足 起因 説明  

．粉 毒性 一般化学物質 同等 毒性学的傾向 示 許容濃度 定

 許容濃度 全 いう意味 け い く い  

あく 工場 管理  作業環境 管理 準 あ 均的 ベ 作業者 健康

担保 い 場 発表 い SAP 扱う全 工場管理 扱 全指

針 国際的 工業会全体 決 い そ 扱 全指針 許容濃度 設定 加え

個々 作業者 健康確担保 産業医 協力要請 定 い  

．残 ノ 酸 たH7 中和 酸 ウ 化合物 変換  

い 別途 無害性 確認 い 万一 酸 全量放出

ス 考慮  濃度 0.1％以 全性 問題 起 い 確認  

自主規制 い  

 。文責 奥  勝 監修 岩 将和  



講演 アク 酸プ ント事故 再発防止 取組み  

講師； 藤 群 氏 株式会社日本触媒 執行役員 ン 室長 

 

．アク 酸と   

酸 ンを出発物質 空気中 酸素を利用 合成 酸

険物第 類第 石油類 あ そ 特性 体生成や 合 合成 応

を生 そ 際 応熱を発生 酸 汎用性 あ 塗料 接着剤 ン

自動車塗料 び紙 ニ 用品 用途 あ  

．株式会社日本触媒 概要 

株式会社日本触媒 創業 1重41 従業員数 「」0盤 連結 4「7盤 あ 日本触媒

企業理念 Tごげしno Amごnじっと 経営理念 社是 」 本柱を経営活動 理念 い 姫路

業所 酸 ン 故発生後 社是 安全 生産 優先 経営理念

ベ 扱い 格 業所 国内 製造所 川崎製造所 姫路製造所 あ 海

外 ッ 生産施設 あ 主要製品 基礎化学品 機能性化

学品 び環境 触媒 分類 基礎化学品 酸化エ ンや 酸 機能

性化学品 高吸水性樹脂 環境 触媒 セ 触媒 あ そ 中 酸 生

産能力 全体 間 酸 88 万ｔ 高吸水性樹脂 71万 っ あ 姫路製造

所 間 酸 監4 万 っ 高吸水性樹脂 」7万 っ を生産 主力製造工場 位置

 

．アク 酸プ ント事故 概要  

「01「 重 「重 日 14 時 」監 分頃 酸 AA ン 火災 発 発生 高純度

AA 精製塔 液を一時貯蔵 中間 ン 発 火災を起 隣接 AA ン

エン ン 等 設備 建屋 び消防車両 延焼 人的被害 関 消防士 1 死

亡 」0 を超え 人 負傷を 物的被害 関 ン や周辺設備 破損

工場敷地外 被害 AA 体生成や 合 応防止 ン 操業管

理 酸素濃度を 監%以 管理 安定化剤 添加 施 い 体生成 応 発

熱対策 不十分 あ 点や 高純度 AA 精製工程 被災 中間 ン 使用方法 変更点を

述  

発 故 撹拌 い中間 ン AA 体生成 応 進行 応熱 液温

昇 AA 合 応 起 暴走 応 冷却不足 理 温度や 力 急 昇 化学

応 御 い 大 災害を引 起 化学 応 ン 内 昇

ン 亀裂 生 発 火災 至 半径 100m 以 被災 暴走

応 故 激 い 言及  

故発生直後 第 者 故調査委員会を発足 せ 被災設備 発生防止対策 類似

災害対策 AA 使用設備 災害防止対策 災害防止対策 水 展開 び安全文化 醸成を目指

「01」 」 「重 日 信頼 化学会社 再生を目指 ンを社内外 発

信  

．再発防止対策  

AA ン 故 対 再発防止策 安全対策強化 を設置 設備面 対

策 管理面 対策 安全文化 醸成を進  

再発防止対策 水 展開 安全対策書を発行 確実 セ ン 実施

異常 応 得 異常予 判断基準温度 設定 緊急安定剤投入

応性物質 自己あ い 化学物質 化学 応を引 起 大 災害を引 起 化

学物質 安定化対策を進 組 を構築 業所長 直轄 ン 安全面

権限を持 セ エン ニ SE を任命 非定常作業管理 変更管理を進 い

そ 加え 社内外 故情報 安全 関わ 情報 集 活用 体 を整備 安

全 関 術情報を 段 教育 活用 い  



従来 教育体系を見直 生産部門 能力開発 生産部門 保安 関 能力

視 変更 例 AA 異常 合対応 酸化エ ン 冷却訓練 う 緊急時対応訓

練 あ 加え 安全基 安全文化 醸成 個人 ン や ン を

行い ネ ン 印）（A 組 を導入 安全基 を整え 日本触媒全 業所

安全文化評価を行い 保安力向 努 第 者評価を い 安全文化醸成活動や安全文

化自己評価を進 「01」 度 比較 結果 「01盤 度 保安力 向 い  

故風化防止 組 を進 「01」 重 「重 日 安全 誓い 日 安全 誓い を 定

故 教訓を伝 い 社是 安全 生産 優先 を実践 安全

手帳を配布 周知徹底 せ い 「01」 重 「盤 日 安全祈念式を開催 安全 誓

碑を建立  

姫路製造所 社外 識者 第 者検証を進 故発生後 「01」 ～「01盤 4

わ 再発防止活動 安全文化醸成活動を推進 保安 を強化 高

認定工場 ベ 引  

．今後 取り組み  

「01盤 実施 再発防止対策 第 者検証 評価 「017 度以後 社会

信頼回 一層 信頼を獲得 中期経営計画 基 安全文化 健全性

安全基 を維持向 せ 組 を推進 い 経営 安全 一体 組

第 10 次 ン R（ 基本計画を策定 未然防止活動 計画的

安全対策 保安管理 維持 改善 険認識や異常時 対応 教育訓練 実を進

い 計画 あ  

Ｑ＆Ａ 

 酸 酸化エ ン 法的 扱い い 教え い い  

Ａ 酸化エ ン い 高 対応 必要 あ 酸 対象外

あ 姫路 業所 高 製造所 高 貯蔵所 あ 認定 業所 対

象 い 認定を 自主的 一般的 設備 変更を行う  

 SE い 組織を構築 日常活動を い ？ 

Ａ 姫路 業所 10人 製造部長 課長 ベ ン ン 経験者や課長候補

者 人 違う立場 見 行 SE 物を率直 言え 人 い SE 酸 ン

吸水性樹脂 ン ン ン 統括SE 籍 定

期的 活動 い  

 大 故 後 工場や企業 評価 い変わ 感 い ？ 

Ａ い 信頼度 自分 決 い 投資家 ESG投資 含 面談

弊社 評価を聞 判断 無い 未 故以前 評価 戻 い い 感

い  

 故発生後 地域 人 対 何 実施 ？ 

Ａ 故 迷惑を 自治会を中心 挨拶 回 い  

姫路製造所 周辺 影響 頑張 い いう激励 言葉をい

い 一度信頼 落 日常 活動を通 信頼を高 い い  

 工場全体 ン 故 あ 場合 安定的 工場を停止 維持時間

面 見直 点 あ ？ 

Ａ 例え 停電 あ 発 想定 難 い 全停電 発生 場合 安全 止 設

備 点検を い ャッ ウン 必要 時間 合わせ 自家発電 稼働時間を設

計 い  

 故発生後 消火活動 い 役所 消防隊 指揮権 入 う 体 組 方や

改善を ？ 

Ａ 結果 発 故 不幸 消防 方 消防 連携体 や説明 含

体 を組 う 改善 い 暴走 応 あ 消火活動

い 避難 い 避難 負傷者 出 い  



 体 応停止 い 話 応性樹脂 開環 応 緊急安定剤 効果

い そ 際 ウン 力を抜 方法 あ そ 判断 い 聞

い  

Ａ 体 安定剤 い 適当 い 応を防 温度を 昇 せ い

要 あ 合 応 う 急激 応 い 温度を一定 保

応 温度 昇 起 い 中間 ン 部 温度 昇

液を ン 内 環 せ 温度を均一 作業を 酸

合 応 起 考え  

緊急安定剤 投入 い場合 ン 狭い容器 応物 蓄積 険 あ

ウンを行う 今後 無害化 応を進 う 対策 考え い 実

際 一般的 合 応 異 対応  

 セ を検知 」要素 閉塞 セン 誤表示 稼働 せ

装置を稼働 せ 」要素 あ そ 」要素 う 1番 ン あ

考え ？ 

Ａ ン 内 液を い 故 起 考え い 組織 作

業 い 十分 対応 い  

 ッ 緊急安定剤を運ぶ方式を第 者委員会 先生 う評価を ？ 

Ａ ン 一度 緊急 態 想定 い 第 者委員会 先生方

ン 対応を 必要 い 話 い あ ン 異常

場合 対応 う 機動性 高い方式 要 あ 判断 い

 

 会社概要 」項目 企業理念 経営理念 社是 故 起 変え

あ ？ 

Ａ 元々 」項目あ そ を 故発生後 変更 い い 故発生後 社是 認識 ベ

を  

 故 起 第 者委員会 構成 い ン 何人 う 分 専

門家 ？第 者検証 ン 人数 構成を教え い い  

Ａ 故調査委員会 専門 先生 監 構成 委員長 東京大学 村 誉教授 そ

大学 先生方 安全工学 専門 あ 第 者検証 「01」

「01盤 故調査委員会 先生 検証 い い 保安力向 セン 第

者検証を 社 比較 あ 程度 可能 川崎製造所 既 「回 診

姫路製造所 今 度 来 度 分 1回 い  

 。文責 橋本 隆幸 修 藤 群  

 

 

字数 関係 割愛 箇所 含 報告書 化学部会 Ｈ 掲載  

 

        
     講師 岩 氏   講師 藤氏   会場風  


